
学校法人 八紘学園八紘学園
北海道農業専門学校

６月 オープンキャンパス



午前中のスケジュール

９：００前に入場された方は体験実習着
替えてください。
図書室（男子）第三教室（女子）
９：００ 農場案内 動画
９：２０ 校長 挨拶
９：３０ 校舎玄関前集合
※着替えの部屋のカギを掛けますので荷
物はは置いても構いません



体験実習についてお願い

 体験実習中のマスクを外しても良いです。自主的に距離を取って活動してく
ださい。

 校舎入室の際は、アルコール消毒をしてください。

 校舎２F講堂で学校行事が開催されています。こちらではマスクの着用をお
願います。

 昼食時間の学校の利用は可能です。保護者様は近隣で購入して教室で食事を
しても構いません。ご利用ください

※体験実習でマスクが汚れたり、紛失等であれば差し上げますので声を掛けて
ください。



農場の案内

１．校舎・学生寮

２．札幌農場

動画で紹介します。



環 境



班編制

 前半 1年次は班ごとに実習 ４月～８月上旬

後半 準専攻 実習 ８月下旬～１０月中旬

 2年次は希望の専門グループで実習

責任を持った日々の生産管理実習に取り組む。



在学生からのメッセージ（誤字はご愛敬！！）



実習内容
1年次

①幅広い経験



②基礎体力の涵養



③協調性



2年次

畜産グループ 札幌畜産科 （乳牛）

日高畜産科（乳牛、和牛）

耕作機械科

（飼料作物の栽培、圃場耕起、各科の機械修理、堆
肥の製造）

園芸グループ 野菜科(ﾄﾏﾄの他施設､露地で30品目）

果樹科 (ﾘﾝｺﾞを中心として小果樹 他）

花き科（鉢花、切り花）



11月から講義 実験実習 他

・冬期講義 講義（11月～２月中旬）



実験実習 １年
４月 測量実習

1月 キャリヤ形成実習

2月 エンジン分解

3月 畜産加工



実験実習 ２年
４月 測量実習

1月 演習Ⅱ テーマ研究

2月 農産物加工実習

3月 溶接実習



乳牛科

 基本の徹底（40頭搾乳）

 高品質な生乳の生産

 優良牛群育成（これまでＥＸ牛32頭）

注
目

生体センサー
（U-motion）個
体管理、ゲノム
検査を分析した
牛軍の向上
などなど



耕作機械科

・粗飼料生産をベースに高品質生産を目標とした

機械操作技術の習得と安全性を学ぶ

・農業機械修理の基礎

スマート農業実習の導入と検
証



野菜科

生産から販売までの実習を経験

①施設園芸

②露地園芸



花き科

 夏期生産管理

 販売を媒体とした消費者のニーズを追及し、品質の向上
を上げる



果樹科

 北海道に適した果樹

小果樹類（ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ、プルーン等）を栽培

 加工から商品研究や企業とコラボして研究

注
目



日高畜産科

川嶋科長さんに
聞いてみよ
う！！



教育概要と主な就職先 畜産グループ

グループ 　科名 主な就職先　実績（2019～2021年度）

乳牛科

〇家畜飼養に必要な一般基礎知識・基本的な飼養管理技術について学ぶ

〇最新の個体管理の生体センサー（U-motion）を活用した繁殖衛生管理等を学ぶ

〇最新技術を用いた牛群の資質向上を目途とした改良について学ぶ

　　a)ゲノム検査を分析した能力の高い牛の作出を目標とした改良

       b)受精卵を導入した牛群全体の遺伝的能力の向上

〇共進会を通して、高能力（体型）牛の飼養管理技術を学ぶ

〇花き生産管理の基本的な栽培技術(増殖・整枝・開花調整・施肥等)を反復し習熟度を高めなが

ら学ぶ。

〇シクラメン等の鉢花生産を学ぶ

野菜科

〇各作物の基本的な管理作業(播種・定植・整枝・誘引・圃場準備等)を反復することで　作業習

熟度を高めながら学ぶ。

〇イチゴ・トマト・メロン等の作物は圃場の温度・湿度・照度などを感知して数値化する「セン

シング」を実施し、それらセンサーから収集したデータを分析し、施肥濃度・かん水等の管理作

業を学ぶ

〇レタス・ケール等の葉菜類の冬期無加温栽培の栽培についても学ぶ。

日高畜産科

〇家畜飼養に必要な一般基礎知識・基本的な飼養管理技術について学ぶ

〇最新の設備を備えた発酵床式の肥育舎等で和牛の繁殖から肥育まで一体的に学べる

〇最新の個体管理の生体センサー（U-motion）を活用した繁殖衛生管理等が学べる

耕作機械科

〇農業用機械（トラクター・作業機）の基本操作技術、機械管理メンテナンス技術を学ぶ

〇　スマート農業関連技術を活用した飼料作物栽培について学べる

　　a)精密農業（RTK・自動操舵システム搭載トラクタ）

       b)特殊カメラ(NDVI画像)を搭載した農業用ドローンによる作物の生育診断を

　　　実施し、そのデータを元に設 計した可変施肥技術を活用した肥料散布実習

　　ｃ）農薬散布用・農業用ドローンの操作実習

果樹科

 〇果樹生産管理の基本的な栽培技術(着果着色管理・増殖・整枝・収穫等)を反復し習熟度を高

めながら学ぶ。

〇観光果樹園部門での一般消費者との交流や観光果樹園のノウハウについても学ぶ

畜産

グループ

園芸

グループ

〇観光果樹園

　ニトリ観光果樹園(余市)

　定山渓ファーム（札幌市）

〇露地生産

　地域おこし協力隊 果樹担当（深川市）

〇帰省就農

〇露地　生産

　　株)産直センター（鵡川町）

　　西上経営組合（鹿追）

　　夢想農園（士幌町）

〇施設園芸

　　株)モスサンファームむかわ(鵡川町)

　　佐伯農園（洞爺湖）

〇帰省就農

〇花苗生産

　（株）サンガーデン（恵庭）

　 フラワーランドかみふらの(上富良野)

〇造園

　（株）グリーンワールド（札幌）

花き科

　　　教　育　概　要

〇酪農ヘルパー

　十勝酪農ヘルパー組合・

　鹿追デーリィサービス(鹿追)

　宗谷南酪農ヘルパー(枝幸)

〇酪農

　株)野澤組(千歳市)・有)トミーランド(鶴居村)

　（株）A-RANCH(浜中町)

　帯広畜産センター（帯広市）

　公財)北海道農業公社(大樹町)

〇和牛生産

　株）関谷牧場（新得町）有）Mの国（宮崎県)

〇農機具メーカー

　（株）日本ニューホランド（全道各地）

〇畑作生産

　(株)北富青果(新得町)・柏台生産組合(美瑛 )

　（株）カルビーポテト株式会社（帯広）

〇帰省就農



グループ 　科名 主な就職先　実績（2019～2021年度）

乳牛科

〇家畜飼養に必要な一般基礎知識・基本的な飼養管理技術について学ぶ

〇最新の個体管理の生体センサー（U-motion）を活用した繁殖衛生管理等を学ぶ

〇最新技術を用いた牛群の資質向上を目途とした改良について学ぶ

　　a)ゲノム検査を分析した能力の高い牛の作出を目標とした改良

       b)受精卵を導入した牛群全体の遺伝的能力の向上

〇共進会を通して、高能力（体型）牛の飼養管理技術を学ぶ

〇花き生産管理の基本的な栽培技術(増殖・整枝・開花調整・施肥等)を反復し習熟度を高めなが

ら学ぶ。

〇シクラメン等の鉢花生産を学ぶ

野菜科

〇各作物の基本的な管理作業(播種・定植・整枝・誘引・圃場準備等)を反復することで　作業習

熟度を高めながら学ぶ。

〇イチゴ・トマト・メロン等の作物は圃場の温度・湿度・照度などを感知して数値化する「セン

シング」を実施し、それらセンサーから収集したデータを分析し、施肥濃度・かん水等の管理作

業を学ぶ

〇レタス・ケール等の葉菜類の冬期無加温栽培の栽培についても学ぶ。

日高畜産科

〇家畜飼養に必要な一般基礎知識・基本的な飼養管理技術について学ぶ

〇最新の設備を備えた発酵床式の肥育舎等で和牛の繁殖から肥育まで一体的に学べる

〇最新の個体管理の生体センサー（U-motion）を活用した繁殖衛生管理等が学べる

耕作機械科

〇農業用機械（トラクター・作業機）の基本操作技術、機械管理メンテナンス技術を学ぶ

〇　スマート農業関連技術を活用した飼料作物栽培について学べる

　　a)精密農業（RTK・自動操舵システム搭載トラクタ）

       b)特殊カメラ(NDVI画像)を搭載した農業用ドローンによる作物の生育診断を

　　　実施し、そのデータを元に設 計した可変施肥技術を活用した肥料散布実習

　　ｃ）農薬散布用・農業用ドローンの操作実習

果樹科

 〇果樹生産管理の基本的な栽培技術(着果着色管理・増殖・整枝・収穫等)を反復し習熟度を高

めながら学ぶ。

〇観光果樹園部門での一般消費者との交流や観光果樹園のノウハウについても学ぶ

畜産

グループ

園芸

グループ

〇観光果樹園

　ニトリ観光果樹園(余市)

　定山渓ファーム（札幌市）

〇露地生産

　地域おこし協力隊 果樹担当（深川市）

〇帰省就農

〇露地　生産

　　株)産直センター（鵡川町）

　　西上経営組合（鹿追）

　　夢想農園（士幌町）

〇施設園芸

　　株)モスサンファームむかわ(鵡川町)

　　佐伯農園（洞爺湖）

〇帰省就農

〇花苗生産

　（株）サンガーデン（恵庭）

　 フラワーランドかみふらの(上富良野)

〇造園

　（株）グリーンワールド（札幌）

花き科

　　　教　育　概　要

〇酪農ヘルパー

　十勝酪農ヘルパー組合・

　鹿追デーリィサービス(鹿追)

　宗谷南酪農ヘルパー(枝幸)

〇酪農

　株)野澤組(千歳市)・有)トミーランド(鶴居村)

　（株）A-RANCH(浜中町)

　帯広畜産センター（帯広市）

　公財)北海道農業公社(大樹町)

〇和牛生産

　株）関谷牧場（新得町）有）Mの国（宮崎県)

〇農機具メーカー

　（株）日本ニューホランド（全道各地）

〇畑作生産

　(株)北富青果(新得町)・柏台生産組合(美瑛 )

　（株）カルビーポテト株式会社（帯広）

〇帰省就農

教育概要と主な就職先 園芸グループ



実はまだまだある学校の取り
組み

・クラブ活動（共進会・加工クラブ・ボードゲーム！？

環境実習主催！！HNS産ポップコーン試食会等）

・各学科の新しい技術とは

・校外研修やインターンシップ（参加希望者全員）

・海外研修（定員あり）

・先生と学生との技術・研究指導

（スマートフォン・officeアプリ活用・電子図書館でどこでも調べもの）

詳しくは、7月の
オープンキャン
パスでお伝えし

ます。



ニュースレター
実習・学習様子

 定期的（月２回程度）

配信。

 北農専公式ライン

とホームぺージ

に掲載。



学生寮について
２年生 真下さんの動画！！



資格

家畜人工授精師 車両系建設機械技能講習

その他まだまだあります。学校案内14ペー
ジ



各種奨学金・補助金制度

① jasso 日本学生支援機構

①-2 貸与奨学金

①-3 給付型（高等教育授業料減免制度）

②国の教育ローン

③就農準備資金（旧農業次世代人材投資事業）

④公益財団法人栗林育英学術財団

※詳しくは、ガイダンス終了後にも相談にのります。



入学受験について



3ページ 指定校推薦
推薦条件
①評定平均条件入学時から3学年1学期まで
の評定の総合平均を出し、それが「5段階評
価換算で3.5」といった一定基準以上の評定だ
った場合の条件が満たされること。

②通信学校の場合は、①と同等な成績状況を
示すものを提出してもらう。

③専願出願であること

④３年間の出席率が概ね高いこと

一般受験

受験日当日に、作文・筆記・計算を試験問題
とし、面接試験も行う

どちらもネット出願にて入学願書の手続きを
行います
どちらも9月上旬に入力が可能となります



指定校推薦とは

〇本校が指定した高等学校進路担当者宛に出願に必要な書類を送付します。

◇指定校以外の受験希望者で推薦を希望する場合は、在学する学校の進路指導の先生へ
相談して、先生から本校に連絡を頂けるよう。相談してください。（受験者本人からの
希望は受理できません）

※まずは高校の先生に相談してみよう！！



通信制の学校に通う学生様に
ついて

①評定平均条件入学時から3学年1学期までの評定の総合平均を出し、それが「5段階評
価換算で3.5」といった一定基準以上の評定だった場合の条件が満たされること。

②通信学校の場合は、①と同等な成績状況を示すものを作成し（書式していありませ
ん）提出してもらう。

③専願出願であること

④３年間の出席率が概ね高いこと証明する書類の作成と提出をしてもうら。

※担当の先生に相談してみよう！！



ネット出願の内容を確認す
る時はログイン登録が必要
なります！！



ホームページから申し込み可能！！

https://hakkougakuen.ac.jp/



テスト出願 アドレス：kyougaku2020@gmail.com

パスワード：hokunousen2020





指定校推薦の場合

①7月中旬に本校が指定する高校様に書類を送付します。

指定校希望する学生さんは事前に進路指導の先生に本校へ書類の郵送

をお願いしてください。

②8月下旬には、最終の指定校の案内をします。進路指導の先生に受験の希望を伝え
てください。

③ネット出願で指定校推薦を希望した場合に以下の書類をコメントに添付します。

Ⅰ．課題作文の問題（願書の入力をして送信してください。）

Ⅱ．作文用紙（ご本人で印刷して使用してください。紙質の指定はありません）

Ⅲ. 指定校推薦入学試験推薦書（紙質の指定はありません）

④Ⅱ．～Ⅲ．が準備できましたら調査書と一緒に簡易書留で10月1日には郵送してく
ださい。



①９月1日 １２：００以降に入力が可能
です。（下書き入力のため、本校への提
出が出来ません）
②10月1日から受付開始となります。

③必要書類（調査書か成績証明書）・選
考料は10月7日必着です

ネット出願の入力期間



 受験票の印刷

出願登録が受理されると、ログイン後のトップページ内にある登録済み試験日程一覧に
受験番号が通知されます。

受験番号をクリックすると受験票が表示されますので、必ず前日までに印刷して保管し
ておいてください。（入学試験が書類選考のみなど、来校の必要がない場合、受験票の
印刷の必要はありません




